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鯵坂哲朗:和歌山県加太産のイシゲ(褐藻類)の複子嚢と遊走細胞の発生

イシゲの藻体で，今回初めて複子覇軍が観察された。それらは単列で皮層の同化糸が変成してできる。この複子

褒からの遊走細胞は培養すると，偽柔組織の盤状体ステージを経て，直立するイシゲ藻体に生長した。 (606京

都市左京区北白川追分町京都大学農学部熱帯農学専攻)
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CROASDALE， H. & E. A. FLINT: Flora of New Zealand 

Des皿 ids. Volume 11. Botany Division， D.S.I.R.， 

Christchurch， New Zealand. NZ$57.50 (邦価約九4-00

円)

先に務類35巻 2号90頁で紹介した第 1巻と同じ2名

の著者らによる第2巻で，ニュージーランド産の Ac-

tinotaenium属14-種 ，COS11Ulrium属129種 ，Cosmocladium 

属2種，Xanthidium属13種，恥inoclosterii肌属未同定種，

変種，品種合わせて267分類群を含む。第 1巻とは印

刷及び出版元が異なるため，紙質と装偵がほんの少し

変化したが，第 1巻と同質の美しい書物である。カパー

の水彩画は各巻で取扱っている鼓藻類の種類を示して

おり，書郷から必要とする巻を無意識に取り出させて

くれる。ニュージーランドの鼓藻類の生息地のカラー

写真は新たに全頁版 1棄と半頁版16棄が含まれてお

り，第 1巻と合わせて彼地に対する臨場感を強めてい

る。採集地の地図2棄と植生や水質等の環境条件を附

記した採集地リスト(表 1-7)及びユュージーラン

ド産鼓藻類の属の検索表は第 1巻と同じものが本巻に

も掲載されており，便利である。各種の記載は

33-125頁に，続いて126-128頁に用語説明(本巻で

必要とされる用語が附加されている)があり，

129-14-0頁に約4-00の引用文献を掲載し， 14-2-14-7頁

は索引である。記載種の線画スケッチは 1巻と同じく

図と種名が見開きになっており， 1巻に続いてプレー

ト28からプレート61の34-頁にまとめられている。本巻

では， J. RALFS (1807-1890)， W. M. MASKELL (1840-

1898)， C. F. O. NORDSTEDT (1838-1924-)と H.L. SKUJA 

(1892-1972) の4人の著名な鼓藻類学者の略伝がそれ

ぞれ 1頁に写真 1業とともに記述されている。また著

者らの写真 1薬がカパーの綴じ込み部分に掲載されて

いる。本シリーズでは新分類群の記設がほとんどない

のは残念であるが，彼地の鼓藻類の研究はまだ十分に

行われたと言える状態であるとは思えないことから，

今後ニュージーランドの鼓藻類の研究を始める人にと

っては，古い資料を網羅整理した重要な文献の 1つで

あることは確かである。

(東京大学応用微生物研究所市村輝宜)
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国際植物命名規約の新しい版が発行された。第14回

国際植物学会議における決定を盛りこんだもので，会

議開催地にちなんで“BerlinCode"と略称される。会

議から 1年で印刷されたのはこれまでになく早いもの

である。いうまでもなく，これからはこの“Berlin

Code" に従って命名上の取り扱いをしなければなら

ず，以前の版はもはや有効ではなL、。

今回の改訂でまず目につくのは，規約本文が英語だ

けになり，フランス語・ドイツ語で書かれた部分が除

かれたことであろう。そのため全体のベージ数は140

ベージ少なくなった。規約の適用範囲が明示され，藍

藻はこの規定に従うこととし，その他の原核生物は細

菌の命名規約 (BacteriaCode)によるとされた。原核

生物=細菌とL、う主張からの論議や混乱はこれで一応

解消された。しかし，これでは Prochloron や Pro-

chloroth巾がこの規約の範囲外になってしまうという

問題を残している。

規約そのものは大きな変更はなく，最後の属名の性

にかんする勧告が規約に組み込まれて第76条となって

いるけれども，非合法名の取り扱いに関する第66，67 

条が削除されたので，全体としては71条からなってい

ることになる。変更は規約の適用を明確にするための

もので，条項をふやしたり，例を加えたり，より適

切なものにしてある。

改訂の重要な点はタイプに関係するものである。こ

れまで，タイプは標本またはその他の要素“one

specimen or other element"とされていたのが標本また

は図解“onespecimen or illustration"となった。これ

で古い時代の記載(例えば Hudson1762)をタイプと

することはできなくなった。タイプに関する第 7条が

強化されて， Sydney Codeで「タイプ決定の手引き」

で規定されていた内容が第 7条に組みこまれた。 1990

年 1月1日以降は，学名の正当な発表のためにはタイ

プを明確に指定し，“Typus"ないし“Type"の語を付

けて，その保管場所も示さなければならない。これま

で勧告などで示されていたものが条文の中に入って，

新分類群の発衰の条件が厳しくなっている。

科名の保留の方法について意見が分かれ， Congress 

のときに決まらず，その後分類群ごとの委員会で討議

され表決がおこなわれた。藻類委員会ではこれまでど

おり特定の廃棄名に対して保留する事になった。これ

と同様の決定をしたのは羊歯類である。これに対して，

せん苔類と種子植物では，保留名はすべての異名に対

して保留されることになり，これに伴って保留科名の

リストが二つに分けられた (AppendixIIA藻類，菌

類，羊歯類， IIBせん苔類，種子植物)。

保留属名の表 (AppendixI1IA)にはいくつかの追加

がある。藍藻には Anabae叫 Rivularia， 紅藻には

Audoui・.nella*，Coヮmomoψ00，HildenbrandiaてLithotOOmnion，

Nemasto制て Suhria，珪藻 Ce叫 aulina，Cyclotel，久 Hemiaulus，

Rhopalodia，黄色藻Anthophysa，黄緑色藻Bot.ワdiopsis，Cen-

tntract山て Tetraedriella，緑藻Anadyomene*，Chlamydomonas， 

Gloeococc山.， PI即 iola，高砂haerozosma(*は綴りの保留)が

加えられている。

(北海道大学理学部植物学教室 吉田忠生)




